数十年前、文学館が郷土文化会館だった頃、小学校の自由研究で訪れたり高校美術展に出品したりしたことのある、思い出の場所で勤務することになりご縁を感じます。
勤務し始めてたくさんの高知ゆかりの文学者がいることを知り、学ぶことの多い日々です。県内外の方々にご来館いただき、快適に高知の文学の魅力に触れていただけるよう努めます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(総務事業課／山下園世)
